
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

新型インフルエンザ等対策推進会議（第４回） 

（令和５年10月30日） 
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単位：億円 
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主要旅行会社の月別取扱額と行動制限の相関 
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行動制限の発出と旅行会社の取扱額減少には明らかに相関がみられる 

緊急事態宣言発出期間 ⇒取扱額 平均８９％減少（対2019年同月） 

まん延防止等重点措置発出期間 ⇒取扱額 平均７６％減少（同上） 

県 割、エリア割 
全国旅行 
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緊急事態宣言 

まん延防止等重点措置 
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（一社）日本旅行業協会：新型コロナ対応における課題等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

飲食業同様の協力金支給が必要 
 

 

また、事業者支援のあり方については海外事例の研究も必要と存じます。 

行動制限の改良 
 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期化した厳格な水際措置の見直し 
 

 

 



 

 

（一社）全国旅行業協会：新型コロナ対応における課題等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民への情報発信について 

 

 

不要不急とされた旅行の効用について 

 

 

 

 



 

【参考資料】  主要国・地域の出入国に関する規制一覧  （2022年5月10日時点） 
 

 

 

 



 

【参考資料】 ２０２０年１１月２０日（金） 新型コロナウイルス感染症対策分科会 資料より 
 

 

 

 



 

【参考資料】  観光分野における「ワクチン・検査パッケージ」技術実証概要 （2021年11月19日発行）  資料より 
 

 

 

 



 

 

 

 

JATA21-006 

2021 年 6 月 14 日 
 

一般社団法人日本旅行業協会（本部：東京都千代田区 会 ：坂巻伸昭 以下 JATA）では、 

会員会社の協力の下、４月に「『新』感染対策モニターツアー」を実施いたしました。その実施報告と結果

を踏まえたJATA の取組についてお知らせいたします。 

＜「新」感染対策モニターツアー実施報告と結果を踏まえたJATA の取組について＞ 

 

１．「新」感染対策モニターツアー実施の目的 

with コロナの時代では、お客様の安全安心の確保はもとより、訪問地域も安心して旅行客を受入

れることができ、その上で医療従事者の負担の軽減につながる対策も求められております。そのた

め、最新の知見を取り入れた「新しい旅のかたち」を旅行業界として検証するべく、モニターツア

ーを実施いたしました。 

モニターツアーの結果を今後の安全安心な旅行実施にあたっての参考材料とするとともに、「旅行

業のガイドライン」、「新しい旅のエチケット」など旅行会社とお客様の双方を対象とした一連の感染対

策に、この結果を反映していくことを目的としました。 

２．実施旅行会社（8 社） 

クラブツーリズム株式会社、株式会社JTB メディアリテーリング、T-LIFE ホールディングス株式会社、

株式会社日本旅行、株式会社阪急交通社、名鉄観光サービス株式会社、株式会社読売旅行、 

株式会社ワールド航空サービス（2 コース） 

３．旅行日程（参考資料参照） 

4/6~4/25 の期間に 8 社 9 コース実施 

４．旅行方面 

（発地）東京発 5 本、山梨、奈良、新潟、名古屋発各 1 本 

（ ）東北から関 まで 9 コース 

５． 参加人数（男女比、年齢分布） 

８社 9 コース合計 154 名（各社 12 名 23 名参加） 

男女比（約１：２）、10 代 90 代まで参加され、60 代、70 代が全体の約 60％ 

 

 
 

 

「新」感染対策モニターツアー実施報告と結果を踏まえたJATA の取組について 



６．参加者の陽性報告 

なし（最終ツアーから 2 週間経過後） 

７．4 つの新たな感染対策 

①陽性判明時のお客様による報告体制の確立 

②ＣＯＣＯＡアプリの登録 

③ツアー実施前のPCR 検査 

④健康チェックシートを活用した体調管理（旅マエ 1 週間、旅ナカ、旅アト２週間） 

８．旅行会社が実施した安心安全配慮上の特記事項 

＜ツアー全般＞ 

① 各業界対策ガイドラインを順守している観光・食事・宿泊施設を選定 

(クラブツーリズムはやまなしグリーンゾーン認定施設） 

② 程は  由散策など密を避ける観光と めの滞在時間を 意 

③ 受付時に検温の徹底と乗車のたびにお客様、添乗員、乗務員のアルコール消毒の徹底 

④ 休憩場所での車内換気、車内共有部分のアルコール消毒清掃の徹底 

＜交通機関＞ 

① バスはお 1 人様 2 席利用で相席なし 

② バス座席には、飛沫防止用パテーションをお客様の希望に応じて設置 

③ バス車内での飲食を禁止し、マスクを付けていても会話を極力避けていただく 

＜観光＞ 

① 当ツアーお客様限定の貸切見学 

② 観光中は必要に応じてガイドレシーバー/イヤホンガイドを利用 

③ 参加人数に応じてグループを分けガイドを複数手配 

④ 自由散策時の注意事項徹底。３密を感じたら立ち寄らない。立ち食いは極力避けるようご案内 

＜食事＞ 

① 感染対策をとっているレストランを選定。パテーション、アクリル板、窓を開けて換気 

②  宿泊先の食事会場では、夕食、朝食とツアーの専用個室を利用し、ソーシャルディスタンスをとり、

グループ毎にお席を配置、アクリル板設置等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 




